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教育委員会
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～新部長級のあいさつ～ STAGE CHANGE

きょういち

市議会事務局長市議会事務局長 白石　恭一白石　恭一
　市議会は、２月の選挙により新たな顔ぶ
れとなった28人の市議会議員が市の施策
や条例、予算を議論、決定しており、３か月
ごとに開催される定例会の本会議は今治市
議会ホームページからインターネット中継に
よりご覧になれます。そのほか、市議会だよ
りは伝わりやすい紙面となるよう心がけるな
ど、市議会がこれまで以上に身近に感じら
れるよう尽くしていきます。

親しみが感じられる議会にむけて親しみが感じられる議会にむけて
こうじ

産業部長産業部長 長野　幸治長野　幸治
　産業部では、先端技術を駆使したイノ
ベーションの促進による産業力の向上を図
り、地域産業の競争力を高めるとともに、商
品開発や販路拡大への支援を強化するこ
とで、産業界の補助エンジンとして持続可
能で活力ある地域経済を創出します。また
国内最大の海事都市から「瀬戸内の世界
都市」を目指すなかで、グローバルなまちづ
くり人づくりを強力に推進していきます。

産業に活力を与える「まち」に産業に活力を与える「まち」に
まさのり

教育委員会副教育長教育委員会副教育長 越智　政徳越智　政徳
　今治市教育大綱に掲げる「子どもが真ん
中で輝く　やさしいまち“今治”」の実現に向
けて、子どもたちの安全・安心を確保し、学
びを充実させる教育環境の整備に取り組み
ます。さらに、一人一人に寄り添った教育行
政を推進することで、誰一人取り残すことの
ない学びの実現を目指すとともに、「瀬戸内
の世界都市」としての発展を見据えたグロー
バル人財の育成にも力を注いでいきます。

子どもが真ん中の教育子どもが真ん中の教育

みのる

地域振興部長地域振興部長 村上　稔村上　稔
　昨年度に行われた合併20周年記念事
業を通じて結ばれた人と人、地域と地域の

「絆」を大切に、生まれ育った大好きな今治
が20年先も輝き続けることを目指し、移住
定住、交通政策、地域の課題解決など、市
民の皆さんや地域と連携しながら推進して
いきます。更には来るべき大規模災害に備
え、地域全体で防災・減災に向けて体制の
強化に取り組みます。

「ふるさと今治」を
持続可能で強靭なまちへ
「ふるさと今治」を
持続可能で強靭なまちへ

しんご

健康福祉部長健康福祉部長 結田　信吾結田　信吾
　健康福祉部は、このまちに暮らす誰も
が、健康で元気に理想とするくらしを実現
できるよう、市民の皆さんに寄り添い、健
康増進、医療、介護、福祉などの施策に努
めています。世代や分野を超えてつなが
り、一人一人が活躍できる地域づくりや、
医療福祉人材の確保・定着に向けた取り組
みなど、職員一同、一丸となって全力で推
進していきます。

つながりと支え合いのある
地域に向けて
つながりと支え合いのある
地域に向けて

けいご

建設部長 矢野　圭悟
　建設部は、道路や公園などの都市基盤
の維持管理やインフラ整備をはじめ、老朽
化したインフラの適切な更新を進め、災害
に強く持続可能な都市環境を実現し、市民
が安全・快適に暮らせるまちづくりを推進し
ていきます。また、中心市街地の整備にも
重点を置き、未来へつなぐまちづくりを実
現し、誰もが住みよい環境を次世代へと引
き継いでいきます。

未来につなぐ
持続可能なまちづくり

やすひこ

こども未来部長こども未来部長 正岡　靖彦正岡　靖彦
 こども未来部では、子育てのランドマー
クとなる中核を担う拠点づくりを進めると
ともに、市内各所をネウボラ（子育ての相
談の場）のサテライトとして位置づけ、全
力で子育てサポートに取り組んでいます。
未来に輝くこどもたちのために、多くの関
係機関の皆さんと共に、切れ目のない子
育て支援「今治版ネウボラ」を推進してい
きます。

今治版ネウボラ
～全力「子育て」サポート～
今治版ネウボラ
～全力「子育て」サポート～

よしふみ

上下水道部長上下水道部長 重松　義文重松　義文
　皆さんが使うきれいな水を安定的に提
供し、使った後の下水をきれいにして流す
ため、施設の整備・運転管理および経営に
関する業務を行っています。当たり前に感
じるきれいな水は、豊かさを象徴していま
す。多くの方々に、水資源の適正な利用に
よる便利で快適な生活を24時間365日提
供できるよう、継続性と持続性を高める取
り組みを進めていきます。

きれいな水を
使い続けていくために
きれいな水を
使い続けていくために

ひろあき

消防長消防長 松木　洋明松木　洋明
　先輩の言葉に、「消防は、市民の「命の
声を聴き」、どのような困難な状況でも「必
ず助ける」、そして「命をつなぎ」、さらに

「炎を鎮める」、誇りと信念のある「まちの
ファイアーファイター」であり続けます」と
ございました。この思いを胸に、消防職員
が一つとなって、市民の信頼を得られ、期
待に応え続けられる組織となるよう行動し
ていきます。

「思いは一つ！」「思いは一つ！」

みつかず

総務部長総務部長 片上　光和片上　光和
　総務部では、人材育成や職員の福利厚
生、予算の編成や税に関すること、市の財
産に関することなど、市役所のさまざまな
活動を縁の下で支える業務を行っていま
す。どの世代の皆さんも「ふるさと今治に
住んでいてよかった」、「ふるさと今治へ
帰ってきてよかった」と笑顔で喜べるまち
づくりを目指し、「市民のため考動する市
役所づくり」に努めていきます。

「考動」する市役所づくり「考動」する市役所づくり
よしかつ

総合政策部長総合政策部長 冨田　義勝冨田　義勝
　今年１月に合併20周年を迎えた今治
市。次の10年後、20年後に向け、新しい
今治市を創造する航海へ出航しました。こ
の先、市が抱えるさまざまな荒波を乗り越
え、市民の皆さんが笑顔で暮らせるまちづ
くりを、市民の皆さんと一緒に考え、実現で
きるよう、総合政策部のクルー一同、しっか
りとオールを握りしめ、「大今治丸」を光が
射す方へ全力で進めていきます。

新たな次のステージへの
扉を開ける
新たな次のステージへの
扉を開ける

のりひさ

市民環境部長市民環境部長 松本　典久松本　典久
　市民環境部は、市民生活に身近なもの
から未来を見据えるものまで、重要かつ幅
広い分野を担っています。市民の皆さんが
暮らしやすい環境、今治に住む外国人が母
国の居心地で暮らせる環境、そして、みん
なが元気になる環境を整備し、誰もが暮ら
したくなる「まち」、「ゼロカーボンシ
ティ」、「多文化共生社会」の実現に取り組
みます。

暮らしたくなる「まち」暮らしたくなる「まち」

　社会の変化、地域課題、多様なニーズに向き合うには、挑戦を止めてはいけ
ません。令和7年度も「市民が真ん中」の理念を大切に、変化を恐れず前に進む
今治市政を推進していきます。
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